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々
が
専
門
分
野
を
講
義
し
、

語
り
合
う
蕨
の
グ
ル
ー
プ

「
笑わ

楽ら

日び

塾じ
ゅ
く

」（
会
員
は
40
代
か
ら

80
代
男
性
14
人
）が
、８
月
か
ら
月

１
回
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ（
動
画
配
信
ツ
ー

ル
）
で
、「
包
丁
と
砥と

石い
し

」、「
大
名

庭
園
」
な
ど
の
講
座
を
無
料
配
信

し
て
い
ま
す
。
そ
の
企
画
を
発
案

し
、
配
信
を
支
え
る
の
が
内
田
茂

さ
ん（
71
歳
・
中
央
１
丁
目
）で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
た
内
田
さ

ん
。
退
職
後
は
培
っ
た
ス
キ
ル
を

生
か
し
て
、
中
央
公
民
館
の
パ
ソ

コ
ン
支
援
隊
な
ど
の
地
域
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
活
動
の
縁
で
、
一

昨
年
「
笑
楽
日
塾
」
の
会
員
に
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
担
当
し
、

塾
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

加
入
者
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

広
報
蕨
　
八
四
〇
号
　
令
和
二
年
十
一
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
｢笑楽日塾｣ 塾生

内
うち

田
だ

 茂
しげる

 さん

各

蕨の専門家講座を世界に発信

　

と
こ
ろ
が
、
２
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
。

外
出
自
粛
で
仲
間
が
集
ま
れ
な
い

な
か
、
内
田
さ
ん
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
を
提
案
し
、

高
齢
で
不
安
が
あ
っ
た
人
も
、
丁

寧
な
フ
ォ
ロ
ー
で
操
作
に
慣
れ
、

そ
の
便
利
さ
に
目
を
開
き
ま
す
。

　

仲
間
の
反
応
に
手
応
え
を
感
じ

た
内
田
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
下
の
新

た
な
活
動
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
を
企
画
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
配
信
手

順
を
整
え
、
入
念
に
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
ま
し
た
。
市
内
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
の
放
映
も
決
定
し
て
追

い
風
が
吹
く
な
か
、
全
３
回
の
ラ

イ
ブ
配
信
は
、
海
外
を
含
む
延
べ

１
０
０
人
以
上
が
視
聴
。
後
日
テ

レ
ビ
を
見
た
人
も
感
想
を
寄
せ
る

な
ど
、
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
「
彼
の
お
か
げ
で
内
輪
の
集
ま

り
が
外
の
世
界
と
広
く
つ
な
が
っ

た
」と
、塾
長
の
荒あ

ら

井い

貞さ
だ

夫お

さ
ん
も

信
頼
を
置
く
内
田
さ
ん
。
来
年
に

は
自
身
の
講
座
も
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
黒
子
に
徹
し
て
動

画
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
人
に
届
け
る
の
が
願
い
で
す
。

　

最
新
の
講
座
「
鉄
道
の
は
じ
ま

り
」は
、12
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
配
信

予
定
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
後
日

放
映
）。
画
面
の
奥
に
は
、
柔
和

な
表
情
で
配
信
を
支
え
る
内
田
さ

ん
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｚｏｏｍの動作を確認する内田さん

Kawanabe
yosa

i

　

錦
絵
「
暁
斎
楽
画
」
シ
リ
ー
ズ
か

ら
、
暁
斎
の
親
友
の
ひ
と
り
で
「
暁

斎
絵
日
記
」
に
も
よ
く
登
場
す
る
剣

豪
・
榊さ

か
き

原ば
ら

鍵け
ん

吉き
ち

（
１
８
３
０
︱

１
８

９
４
）
を
描
い
た
１
枚
で
す
。
鍵
吉

は
直じ

き

心し
ん

影か
げ

流り
ゅ
う

の
達
人
で
、
維
新
後
に

は
撃げ

っ

剣け
ん

会か
い

を
開
い
て
士
族
の
活
躍
の

場
を
拡
げ
た
ほ
か
、
明
治
天
皇
の
天て

ん

覧ら
ん

試
合
で
兜か

ぶ
と

割わ
り

を
披
露
し
た
こ
と
で

も
有
名
で
す
。
暁
斎
が
描
い
た
本
作

で
は
、
鍵
吉
が
常
に
愛
用
し
て
い
た

鉄て
っ

扇せ
ん

を
手
に
夜
中
の
山
中
を
颯さ

っ

爽そ
う

と

闊か
っ

歩ぽ

し
、
巨
大
な
狒ひ

ひ々

や
骸が

い

骨こ
つ

た
ち

は
驚
き
恐
れ
入
っ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.54─

暁斎筆
「暁斎楽画第二号　榊原健吉山中遊行之図」
明治７年（1874）　大判錦絵（正しくは鍵吉）

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中
｢《新富座妖怪引幕》完成140年記念　暁斎の妖怪画」展
同時開催・特別展 ｢暁斎と同時代の画家たち」展

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証

をご提示ください

詳　細＝同館（緯441・9780）

輝

いて
ます


